
支 部 ・ 分 会 名 要 求 ・ 回 答 日 ２ ４ 年 要 求 内 容

日 本 ｼｬｯﾀｰ分 会 要 求 2／ 2４ 賃 上 げ 一 律 1万 円

回 答 日 3/24 夏 季 一 時 金 　 １ ． ７ ヶ 月

三 和 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ分 会 要 求 ２ /２ １ 賃 上 げ １ ９ ， ０ ０ ０ 円

回 答 日 ３ /６ 初 任 給 の 改 善 、 若 年 層 の 底 上 げ

中 途 採 用 者 の 賃 金 改 善

再 雇 用 者 の 賃 金 改 善

看 護 休 暇 の 改 善

住 宅 手 当 の 改 善

統 一 要 求

崎 陽 軒 要 求 2/21 賃 上 げ 日 額 、 １ 万 ３ 千 円 へ 、

回 答 日 3/6 手 取 り 月 額 2１ 万 円 以 上

松 永 製 作 所 要 求 2/21 一 律 ４ ０ ， ０ ０ ０ 円

地 回 答 日 3/6

富 田 電 機 要 求 2/20 一 律 ２ ７ ， ０ ０ ０ 円

回 答 日 3/6

Ｉ Ｓ Ｂ 要 求 平 均 　 ３ ４ ， ０ ０ ０ 円 （ １ １ ． ２ ０ ％ ）

本 回 答 日 定 年 再 雇 用 社 員 ３ １ ０ ， ０ ０ ０ 円 以 上

秋 闘 持 ち 越 し 異 常 物 価 高 騰 に  一 律 ６ ０ ， ０ ０ ０ 円

奨 学 金 返 済 制 度

手 当 の 見 直 し 在 宅 勤 務 　 １ 日 ２ ０ ０ 円 → ４ ０ ０ 円

関 家 族 手 当

配 偶 者 　 月 １ ５ ， ０ ０ ０ 円 を ２ ５ ， ０ ０ ０ 円 へ

　 子 　 　 月 　 ４ ， ５ ０ ０ 円 を 　 ９ ， ０ ０ ０ 円 へ

日 本 高 周 波 要 求 2/21 正 社 員 　 平 均 ２ ０ ， ４ ５ ２ 円 (11.2%）

係 回 答 日 3/6 住 宅 手 当 　 　 　 １ ０ ， ０ ０ ０ 円

イ ン フ レ 手 当 　 ２ ０ ， ０ ０ ０ 円

川
崎
支
部
の
２
４

春
闘
の
取
り
組
み
は
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
統
一
要

求
日
に
な
る
べ
く
合
わ

せ
る
よ
う
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。

◉
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分

会
で
は
、
２
月
２
日

（
金
）
に
分
会
執
行
委

員
会
を
開
催
し
、
賃
上

げ
１
万
円
、
夏
季
一
時

金
を
１
．
７
ケ
月
と
決

め
２
月
２
１
日
（
水
）

に
要
求
を
提
出
し
て
、

３
月
２
５
・
２
６
・
２

８
日
い
ず
れ
か
に
団
交

を
持
つ
よ
う
に
申
し
入

れ
を
し
ま
し
た
。

◉
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
分
会
は
昨
年
の
大

会
で
決
め
た
要
求
と
２

月
８
日
～
２
月
１
４
日

ま
で
実
施
し
た
職
場
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
基

づ
く
要
求
額
１
９
，
０

０
０
円
を
２
月
２
１
日

（
水
）
に
要
求
と
し
て

提
出
し
ま
し
た
。

◉
崎
陽
軒
は
２
月
５
日

（
月
）
雪
降
る
寒
い
日

に
対
策
会
議
を
開
き
要

求
案
を
決
め
ま
し
た
が
、

２
月
１
８
日
（
日
）
の

支
部
臨
時
大
会
で
の
皆

さ
ん
の
議
論
を
経
て
、

日
額
１
３
，
０
０
０
円

の
要
求
と
決
め
、
要
求

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

職
場
に
知
ら
せ
る
宣
伝

の
日
程
を
今
後
は
決
め

て
進
め
ま
す
。

川
崎
支
部
と
し
て
は

２
４
春
闘
を
元
気
に
た

た
か
い
大
幅
賃
上
げ
獲

得
す
る
た
め
に
、
３
・

２
東
日
本
集
会
に
全
組

合
員
参
加
で
取
り
組
む

こ
と
を
呼
び
掛
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

神
奈
川
地
方
本
部
の

各
支
部
・
分
会
の
要
求

状
況
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。（

記

長
谷
川
）

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）
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２０２４年

２月２８日

７３０８号

２４年春闘、賃上げ要求出そろう！

川
崎
支
部
の
取
組
み



２
月
１
８
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
、

支
部
事
務
所
に
て
、
半
期
の
活
動
総
括
と
２

４
春
闘
方
針
の
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
運
営

委
員
に
今
野
さ
ん
を
選
出
し
、
議
長
に
細
谷

（
静
）
さ
ん
、
書
記
を
小
林
さ
ん
に
お
願
い

し
ま
し
た
。

当
日
参
加
は
、
６
名
で
、
長
谷
川
さ
ん
、

矢
部
さ
ん
、
細
谷
（
静
）
さ
ん
、
浅
岡
、
小

林
さ
ん
、
今
野
さ
ん
で
し
た
。
委
任
状
が
８

名
で
、
組
合
員
の
過
半
数
以
上
に
て
臨
時
大

会
が
成
立
し
ま
し
た
。

書
記
長
の
浅
岡
か
ら
の
半
期
の
活
動
報
告

で
は
、
組
合
員
の
退
職
金
問
題
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
や
、
職
場
の

組
合
員
が
少
数
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
と
も

な
秋
闘
要
求
を
提
示
し
、
『
人
間
ド
ッ
ク
』

で
前
進
回
答
を
得
た
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
分
会
の
経
過
や
、
昨
年
春
闘
か
ら
団
体
交

渉
を
行
っ
て
宣
伝
活
動
も
行
う
な
ど
の
崎
陽

軒
の
取
組
み
経
過
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
担

当
か
ら
具
体
的
な
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
６
ヶ
月
の
支
部
財
政
報
告
が
行
わ
れ
、

総
括
と
と
も
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
４
春
闘
方
針

２
４
春
闘
準
備
で
は
、
長
谷
川
委
員
長
よ

り
重
点
と
な
る
取
組
み
の
提
起
が
有
り
ま
し

た
。

〇
「
東
日
本
集
会
」
に
支
部
組
合
員
全
員
参

加
で
取
り
組
み
ま
す
。
翌
日
の
３
月
３
日

（
日
）
山
下
公
園
石
の
ス
テ
ー
ジ
１
１
：
０

０
～
「
３
・
３
春
闘
総
決
起
行
動
」
に
参
加

を
と
り
く
み
ま
す
。

〇
未
組
織
宣
伝
を
中
心
に
強
化
し
て
、
未
組

織
の
組
織
化
を
推
進
し
春
闘
を
盛
り
上
げ
て

ゆ
き
ま
す
。

〇
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
は
、
職
場

で
の
宣
伝
を
重
要
課
題
と
し
て
職
場
世
論
を

力
に
要
求
実
現
に
取
り
組
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

〇
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
は
、
数
年
前
に
獲

得
し
た
組
合
掲
示
板
設
置
の
権
利
を
行
使
活

用
し
て
、
組
合
ニ
ュ
ー
ス
・
支
部
報
を
掲
示

し
て
分
会
・
支
部
の
活
動
等
取
り
組
み
を
職

場
の
組
合
員
以
外
に
わ
か
り
や
す
く
見
え
る

よ
う
に
し
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
支
部

執
行
部
と
分
会
組
合
員
の
話
し
合
い
の
場
を

作
り
ま
す
。
当
面
は
、
緊
急
な
組
合
員
２
名

の
退
職
金
支
給
の
解
決
を
弁
護
士
の
力
も
借

り
て
行
い
ま
す
。

ス
ト
権
投
票
は
、
４
っ
の
ス
ト
権
と
も
満

票
で

確
立
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
中
央
の
２
つ
の
決

議
案
と
２
４
春
闘
闘
争
宣
言
を
読
み
上
げ
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
閉
め
ま
し
た
。
終
了
後

は
、
軽
く
お
酒
と
お
つ
ま
み
で
懇
親
会
を
地

本
も
参
加
さ
れ
６
名
で
行
い
ま
し
た
。

（
記

浅
岡
）

７３０８号 （２）

川崎支部第74回臨時大会 春闘方針確立！

崎陽軒春闘ビラ紹介します



２
月
１
０
日
（
土
）

１
４
時
～

川
崎
支
部
事
務
所
に
て
第
１

７
回
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
神
奈
川
地
方

本
部
（
以
下
地
本
）
臨
時
大
会

が
開
催
か
れ
ま
し
た
。

代
議
員
定
数
１
２
、
参
加
代

議
員
３
名
、
委
任
状
５
名
で
大

会
は
成
立
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ア
イ
エ
ス
ビ
ー

支
部
（
清
水
さ
ん
）
、
か
な
が

わ
地
域
支
部
（
鵜
養
さ
ん
・
片

寄
さ
ん
・
近
藤
さ
ん
）
、
川
崎

支
部
（
小
林
さ
ん
・
矢
部
さ
ん
・

長
谷
川
さ
ん
・
細
谷
）
、
松
永

製
作
所
支
部
（
庄
司
さ
ん
）
。

長
谷
川
地
本
委
員
長
挨
拶
の

後
、
庄
司
書
記
長
か
ら
の
報
告
、

片
寄
副
委
員
長
か
ら
の
会
計
報

告
の
あ
と
討
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

発
言
内
容

◎
川
崎
支
部
で
は
機
関
紙
「
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
」
や
地
本
ニ
ュ
ー
ス

が
支
部
事
務
所
に
お
い
て
あ
る

だ
け
で
、
組
合
員
に
届
い
て
い

な
い
点
の
改
善
が
必
要
。

◎
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
中
央
が
賃
金
労

働
条
件
調
査
を
実
施
し
て
い
る

が
１
３
支
部
し
か
回
収
で
き
て

い
な
い
。
回
答
支
部
が
少
な
い

の
と
中
央
の
集
計
デ
ー
タ
が
古

い
の
も
あ
り
資
料
と
し
て
生
か

せ
な
い
。

◎
地
本
で
「
再
雇
用
の
問
題
」

と
か
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
調
査
し
、

意
見
交
換
等
を
し
た
ら
ど
う
か
。

◎
か
な
が
わ
地
域
支
部
か
ら
は

、
６
４
歳
（
１
年
契
約
）
の
再

雇
用
者
の
賃
上
げ
交
渉
で
９
３

７
５
円
の
賃
上
げ
を
獲
得
し
３

５
万
円
弱
の
賃
金
に
な
っ
た
。

大
会
は
総
括
・
会
計
報
告
の

承
認
と
春
闘
方
針
案
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
４
つ
の
ス
ト
権
を

確
立
し
、
２
つ
の
決
議
と
「
２

４
春
闘
・
闘
争
宣
言
」
を
確
認

し
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

地
本
の
大
会
と
し
て
は
、
久
々

に
人
数
が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

大
会
終
了
後
、
久
地
の
焼
鳥
屋

で
の
交
流
会
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
地
本
の
方
々
と
飲
む
の
は

め
っ
た
に
な
い
事
で
、
楽
し
い

時
間
で
し
た
。

桜
の
開
花
は
３
月
２
０
日
頃

と
の
こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
で
出
来

な
か
っ
た
支
部
花
見
を
再
開
し

た
い
も
の
で
す
。【

細
谷
静
雄
】

（３） 7308号

な
ん
ぶ
せ
ん

労
働
者
の
賃
金
を
上
げ
る
た
め
に
、
岸
田
政
権
は

企
業
に
賃
上
げ
の
お
願
い
ば
か
り
し
て
い
る
が
、

政
府
の
や
る
べ
き
こ
と
は
、
全
国
一
律
最
低
賃
金

１
５
０
０
円
（
時
給
）
以
上
の
実
現
だ
。
▼
全
労

働
者
の
３
６
．
９
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い

る
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
時
給
は
、
２
０
２
２
年

厚
生
労
働
省
資
料
で
１
２
９
０
円
。
大
企
業
な
ら

内
部
留
保
で
す
ぐ
に
で
も
１
５
０
０
円
は
可
能
。

中
小
企
業
で
も
大
企
業
へ
の
内
部
留
保
課
税
な
ど

で
財
源
を
確
保
し
政
府
の
補
助
で
可
能
。
▼
自
治

労
連
が
全
国
の
地
方
自
治
体
で
働
く
非
正
規
公
務

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
と
こ
ろ
６
割
が
年
収

２
０
０
万
円
未
満
で
時
給
換
算
（
年
間
労
働
時
間

１
８
５
２
Ｈ
）
で
は
１
０
８
０
円
以
下
。
非
正
規

公
務
員
（
地
方
公
務
員
の
２
９
％
を
占
め
る
）
の

賃
上
げ
は
、
ま
さ
に
政
府
の
や
る
気
で
す
ぐ
に
で

き
る
。
（
地
方
へ
の
補
助
金
・
助
成
金
）
▼
人
口

の
東
京
一
極
集
中
が
強
ま
っ
て
い
る
。
東
京
の
人

口
が
全
国
に
占
め
る
割
合
は
、
２
０
２
０
年
で
１

１
．
１
％
、
１
５
歳
か
ら
６
４
歳
ま
で
の
年
齢
層

で
は
、
１
２
．
４
％
に
も
な
る
（
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
資
料
よ
り
）
。
地
方
と
の
賃
金

格
差
が
影
響
し
て
い
る
。
▼
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
賃
金
底
上
げ
と
、
地
域
の
経
済
格
差
を
な
く
し
、

経
済
活
性
化
の
た
め
に
、
全
国
一
律
最
賃
１
５
０

０
円
の
実
現
を
強
く
岸
田
政
権
に
望
む
。

【
平
和
で
な
く
っ
ち
ゃ
】

地
本
臨
時
大
会

に
参
加細

谷
静
雄



株
価
が
史
上
最
高
値
と
言
う
が
暮
ら
し

の
実
感
に
あ
ら
わ
れ
ず
、
生
活
必
需
品
を

始
め
値
上
が
り
品
目
が
報
道
さ
れ
る
な
か

労
働
者
・
国
民
は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

株
価
の
最
高
値
は
実
態
経
済
が
良
く
な
っ

て
株
価
が
上
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

海
外
投
資
家
が
日
本
の
株
を
買
っ
て
い

る
だ
け
で
す
。

こ
の
間
も
、
労
働
組
合
や
一
部
の
政
党

な
ど
が
大
企
業
の
内
部
留
保
の
一
部
を
切

り
崩
し
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
以
上
の
実

現
、
消
費
税
減
税
、
中
小
企
業
な
ど
の
支

援
拡
充
な
ど
抜
本
的
改
善
を
政
府
・
大
企

業
な
ど
に
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
２
３
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
を
勝
ち

取
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
春
闘
で
の

賃
上
げ
は
組
織
労
働
者
止
ま
り
で
、
未
組
織

労
働
者
・
非
正
規
雇
用
労
働
者
に
は
波
及
が

無
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。
最
低
賃
金
は
平
均

で
４
３
円
ア
ッ
プ
の
全
国
加
重
平
均
で
１
０

０
４
円
で
し
た
。

２
４
春
闘
で
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
を
視

野
に
入
れ
た
労
働
組
合
運
動
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

２
４
春
闘
統
一
回
答
指
定
日
を
目
前
に
し

た
、
３
／
２
日
（
土
）
に
は
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

な
ど
金
属
で
働
く
産
業
別
労
働
組
合
が
「
春

闘
を
元
気
で
た
た
か
い
、
大
幅
賃
上
げ
を
勝

ち
取
ろ
う
！
」
「
す
べ
て
の
仲
間
の
賃
上
げ

で
、
物
価
高
騰
か
ら
く
ら
し
と
地
域
経
済
を

ま
も
ろ
う
！
」
と
「
２
４
春
闘
元
気
で
た
た

か
う
金
属
労
働
者
の
つ
ど
い
東
日
本
集
会
」

を
１
２
時
３
０
分
か
ら
行
い
ま
す
。

会
場
は
今
回
初
め
て
の
青
山
公
園
南
地
区

多
目
的
ひ
ろ
ば
で
す
。

ま
た
３
／
３
日
（
日
）
山
下
公
園
・
石
の

ス
テ
ー
ジ
で
１
１
時
よ
り
、
神
奈
川
県
春
闘

共
闘
な
ど
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て
「
私

た
ち
の
力
で
賃
金
引
上
げ
、
要
求
実
現
」

「
政
府
は
消
費
税
を
下
げ
ろ
、
大
企
業
は
内

部
留
保
を
働
く
者
に
還
元
し
ろ
」
と
３
・
３

春
闘
総
決
起
行
動
を
開
催
し
ま
す
。

集
会
に
参
加
し
て
他
職
場
の
取
り
組
み
の

教
訓
を
生
か
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
職

場
で
は
大
幅
賃
上
げ
の
取
り
組
み
を
展
開
し

つ
つ
、
非
正
規
を
含
む
全
労
働
者
の
賃
金
底

上
げ
を
同
時
に
追
求
す
る
こ
と
で
、
非
正
規

雇
用
労
働
者
・
国
民
の
共
感
や
支
持
を
獲
得

す
る
２
４
春
闘
に
証
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

私
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

《
記
：
矢
部
》

7308号 （４）

２４春闘 私たちの力で賃金引き上げ
最低賃金のUPなど、非正規労働者を含む全て労働者の賃金引き上げを

集会にみんなで参加して元気にたたかおう！！

３
月
２
日
（
土
）
１
２
：
３
０
～

青
山
南
地
区
多
目
的
ひ
ろ
ば

金
属
労
働
者
の
つ
ど
い
東
日
本
集
会



２
月
１
８
日
川
崎
駅
の
ア
ゼ
リ

ア
側
で
１
０
時
半
～
１
１
時
半
の

１
時
間
の
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

川
崎
支
部
の
参
加
は
、
長
谷
川

清
さ
ん
、
細
谷
静
雄
さ
ん
、
浅
岡

正
夫
さ
ん
、
小
林
の
４
名
で
し
た
。

川
崎
労
連
の
持
参
し
て
い
る
パ
ネ

ル
に
は
「
労
働
組
合
で
声
を
上
げ

れ
ば
賃
上
げ
出
来
る
」
「
物
価
上

昇
が
止
ま
り
ま
せ
ん
」
「
２
５
年

間
、
賃
金
が
上
が
ら
な
い
日
本
」

「
増
え
る
負
担

消
費
税
は
減
税
、

廃
止
を
」
「
ス
ト
ラ
イ
キ
の
力
で

大
幅
賃
上
げ
実
現
」
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
ど
れ
も
大
切
な
内

容
で
す
。
マ
イ
ク
で
春
闘
に
つ

い
て
訴
え
ま
し
た
。
次
に
数
名

の
方
々
が
歌
を
歌
い
な
が
ら
駅

を
通
り
過
ぎ
る
人
た
ち
に
訴
え

ま
し
た
。
宣
伝
用
の
テ
ッ
シ
ュ

に
挟
ん
だ
チ
ラ
シ
を
配
り
ま
し

た
。
大
変
に
取
が
良
く
て
時
間

前
に
は
配
る
テ
ッ
シ
ュ
が
な
く

な
り
、
チ
ラ
シ
だ
け
で
配
り
ま

し
た
。
写
真
は
ギ
タ
ー
演
奏
し

な
が
ら
歌
っ
て
い
る
写
真
で
す
。

旗
に
は
「
横
浜
う
た
う
会
」
の

文
字
が
見
え
ま
す
。
全
体
で
は

２
０
名
を
超
え
る
参
加
が
有
り

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
ご

苦
労
様
で
し
た
。

《
記
・
小
林
》

（５） 7308号

今
年
も
第

７
７
回
ア
ン

デ
パ
ン
ダ
ン

展
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
日

時
は
３
月
２

０
日
（
水
）

～
４
月
１
日

（
月
）
場
所

は
国
立
新
美

術
館
の
１
階
展
示
室
で
行

い
ま
す
。

私
は
１
作
品
を
出
品
し

ま
す
。
作
品
は
木
版
画
の

多
色
刷
り
で
す
。
右
の
絵

が
作
品
で
す
。
絵
に
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
来
て
鑑

賞
下
さ
い
。

無
料
の
招
待
ハ
ガ
キ
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。

小
林

０
９
０
（
９
２
０
１
）
１
６
１
６

ハ
ガ
キ
が
無
い
場
合
は

有
料
と
な
り
、
大
人
７
０

０
円
に
な
り
ま
す
。

注
意
：
３
月
２
６
日
は

休
館
日
と
な
っ
て
ま
す
。

《
記
・
小
林
》



難易度★★★★☆【上級】

7 8 1
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労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ナンバープレイスに応募しましょう！！ (７３０8号)

今後の日程
3月 2日（土）金属労働者のつどい東日本集会（港区・青山公園南地区 多目的ひろば）

開会１２：３０
3日（日）３・３春闘総決起行動（山下公園・石のステージ）１１：００～１２：００
４日（月）緑陽苑裁判

ワーカーズネット相談ＰＴ（ＺＯＯＭ）１９：００～
6日（水）統一回答指定日

第8回書記局会議（支部事務所）１３：００～
７日（木）第１次統一ストライキ（統一行動）

川崎労連幹事会 １８：３０～
９日（土）統一行動推進会議 北区滝野川西ふれあい館１３：３０～１６：３０オンライン併用

労働相談（支部事務所）１３：００～
１０日（日）原発ゼロへのカウントダウン㏌かわさき １１：００～ 中原平和公園
１３日（水）統一交渉日

第９回支部報編集委員会（支部事務所）１８：００～
第１５回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

１４日（木）第２次統一ストライキ（統一行動）
１５日（金）ワーカーズネット街頭相談（溝の口デッキ）１９：００～
１６日（土）第８回未組織宣伝（登戸駅連絡通路）１０：００～

労働相談（支部事務所）１３：００～
２１日（木）統一交渉日
２２日（金）第３次統一ストライキ（統一行動）
２３日（土）第２回中央闘争委員会（中執）

労働相談（支部事務所）１３：００～
２５日～２９日 早期解決をめざす産別団交と職場激励行動
２７日（水）第7309号支部報作業日（支部事務所）１３：００～

第１６回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

太い点線わくのＡ～Ｄに入る４つの数字を答えてください。応募は、はがき・ＦＡＸ・メモ等で次

回支部報発行日（おおよそ２～３週間）までにお名前・住所と職場名をそえてご連絡下さい。応募

はどなたでも結構です。正解者の中から抽選で5名の方に５００円相当の図書カード・クオカード

かビール券を差し上げます。

【クイズの解き方】

３×３のブロックに区切られた９×９の正

方形の枠内に１～９までの数字を入れるペ

ンシルパズルの一つです。

応募方法

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ＪＭＩTＵ川崎支部
ホームページ


